
























ない｣, ｢人のうわさが気になる｣ ｢無気力｣ などと
いった対人関係の問題を抱える学生が増加してい
る4)なか, キャンプ実習はこれらの問題に対し有効
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野外運動Ⅰ (以下キャンプ実習) は 3回の事前講
義と 4泊 5日の学外実習によって構成されている.
第 1 回オリエンテーションでは, キャンプ実習概












参加学生は例年 50～70 名で, 指導スタッフは教





















ル (写真 1)｣ は次のように行う. まず, 班のメン














オリエンテーリング (以下 OL) は, 施設の常設
コースを使用する. 自然の家の周りには, 30 個の
チェックポイントが設置されている. チェックポイ
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20％, 10～15 名程度である. トレッキングは, 約








る. 登山は妙高山 (標高 2454m) で行う. 標高差




































なんだ ｢川柳｣ や ｢替え歌｣ を行う. ｢川柳｣ や
｢替え歌｣ の作成はキャンプ最後のグループ協力課














りすることもあるが, 過去 10 年以上実施してきた
内容である.
3. 研究方法
2014 年と 2015 年のキャンプ実習に参加した学生
が最終日に書いたレポートをもとに分析した. 参加
した学生は, 2014 年 65 名, 2015 年 44 名であった.
レポート課題のテーマは, 2014 年は ｢キャンプ
を成功させるために必要な要素は何か｣, ｢キャンプ





な要素は何か｣ では, 自分自身の取り組み, および
自分と他者との関係がキャンプを成功させる上でど
のように影響し合ったのかについてその理由ととも














にあたり, 野外教育の定義にある ｢①自然, ②他存












1 ) キャンプを成功させるために必要な要素 (2014
年)9)
キャンプを成功させる上で必要だと感じたことに
ついて集計したものを表 2に示した. また, 学生が
記載した個々の項目について関連性が高いものをま
とめ, カテゴリー化した. 以下の文章ではカテゴリー





























































(長袖・長ズボン)｣ (58.5％), ｢刃物 (ナタ) の使
い方の理解｣ (55.4％) の 2 項目で, 学生の安全管
理の認識が高かった. 次いで ｢やけどへの対策｣
(26.2％), ｢自分自身の体調管理｣ (27.7％), ｢蚊や











































を図 1に示した. 最も多かった活動は ｢トレッキン
グ・登山｣ で 33 名 (75％), 次いで ｢野外炊事｣ 17
名 (38.6％), ｢テント生活｣ 16 名 (36.4％), ｢オリ
エンテーリング｣ 14 名 (31.8％) であった.
2015 年の ｢トレッキング・登山｣ は雨での実施



















































いて図 2に示した. 野外炊事 37 名 (84.1％), 仲間
づくり・オリエンテーリング31名 (70.5％), トレッ
キング・登山 30 名 (68.2％), キャンプファイヤー













カレーコンテスト (写真 3) についての感想では,
｢カレーコンテストのために全員が本気になり, 優
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写真 3 カレーコンテスト (著者撮影)
図 2 信頼関係を深めたりコミュニケーションをとったりした活動













ように, 人と関わりながら ｢協力｣ したり, ｢意見｣
を述べたりする活動は, 仲間づくりに貢献すると考

























リエンテーリング｣, ｢トレッキング・登山｣ は, 信
頼関係を深めたりコミュニケーションをとったりす




本研究では, キャンプ実習に参加した 2014 年 65


















3 ) 最も ｢自然について理解を深めることができた




4 ) 最も ｢信頼関係を深めたりコミュニケーション
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